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進 歩 向 上

清野 豁企画調整部長

農業環境技術研究

所では、農業活動に

関わる環境問題の解

決という視点から、

食料・農業の安全・

発展を目指す研究を

行っています。この

ため、研究成果とし

て具体的な何かを作

り出すことにならない場合が多いこと、また基

礎的研究が多いこともあり、外部から見えにく

い、あるいは理解されにくい面があるように感

じます。

農環研の日常的な広報活動としては、農環研

ニュース、農業環境研究成果情報、農環研年報

などの刊行物を通じて行うもののほか、一般公

開などで使用するパネル類、マスコミ等への発

表などがあります。

外部の理解を高めるためには、研究成果をわ

かりやすく広報し、農環研の研究の理解者を増

やしていくことが必要です。そのためには、こ

れらの刊行物などがわかりやすく書かれている

かどうかが鍵となります。

法人化して 年が経過し、法人化に伴う様々2

なシステムの整備が一段落しました。システム

の整備後は、それぞれのシステムをうまく機能

させなければなりません。理事長が本ニュース

号で指摘されているように、われわれはお57

客様（クライアント）が誰であるかをいつも認

識し、農業環境研究という「機能体」の向上を

目指していかなければなりません。そのために

は、職員一人一人がクライアントに農業環境研

究を理解してもらう努力を払うことが重要で

す。

さて、わかりやすさとは何でしょうか。わた

しは次のように考えております。

わかりやすさの第一は、農環研が何を目指し

ており、自分の研究がどこに位置づいているか

を理解することから始まると考えられます。こ

の理解なしに、いきなり本論に入っても読者の

理解を得るのは難しいと思います。

、 、第二は 専門外の人が容易に理解できるよう

できるだけ専門用語を使わずに、正確に成果の

内容を表現することです。そのためには、研究

成果の農業環境研究への位置づけと内容を十分

理解していることが必要です。

第三は、できあがった原稿を第三者の立場で

読み返す、あるいは他の人に読んでもらうこと

でしょう。

農環研が機能体として動いていくためには、

昨日よりも今日、今日よりも明日と、職員一人

一人が進歩向上を心がけることが大事なことだ

と思います。また、法人内の様々なシステムも

常に改善を図り、進歩向上していくことが必要

です。

研究成果の広報の重要な位置を占める農環研

ニュースの編集も進歩向上に努め、これからも

一般の方にわかりやすい言葉で研究成果を伝え

ていくことを目指したいと考えております。今

後とも、農環研の研究へのご支援とともに、農

環研ニュースへのご支援を、よろしくお願いし

ます。
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